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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年10月8日(2020.10.8)

【公開番号】特開2020-128560(P2020-128560A)
【公開日】令和2年8月27日(2020.8.27)
【年通号数】公開・登録公報2020-034
【出願番号】特願2020-97269(P2020-97269)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ 201/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  201/02     　　　　
   Ｃ０９Ｄ  133/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月24日(2020.8.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（１）フルオロアルキル基を有する、フッ素含有割合が４重量％～７０重量％である含フ
ッ素ポリマー；及び
（２）溶剤
を含有するコーティング組成物であって、
前記含フッ素ポリマー（１）が、カルボキシル基に対して直接又は２価の有機基を介して
エステル結合したフルオロアルキル基を有し、α位に置換基を有することのあるアクリル
酸エステルに基づく構成単位を有する含フッ素ポリマーであり、
前記含フッ素ポリマー（１）をコーティング組成物全体に対して２０重量％～５０重量％
含み、かつ
前記溶剤（２）が、
（２－１）含フッ素溶剤；及び
（２－２）非含フッ素溶剤
のみからなり、
前記含フッ素溶剤（２－１）を前記溶剤（２）の全体に対して５０重量％～９０重量％含
む、コーティング組成物。
【請求項２】
前記非含フッ素溶剤（２－２）のＳＰ値が、７～１３である、請求項１に記載のコーティ
ング組成物。
【請求項３】
前記非含フッ素溶剤（２－２）の沸点が、１００℃～２２０℃である、請求項１又は２に
記載のコーティング組成物。
【請求項４】
α位に置換基を有することのあるアクリル酸エステルが、一般式（１）：
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【化１】

（式中、Ｘは、水素原子、フッ素原子、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、ＣＦＸ１Ｘ２

基（但し、Ｘ１及びＸ２は、同一又は異なって、水素原子、フッ素原子又は塩素原子であ
る。）、シアノ基、炭素数１～２１の直鎖状若しくは分岐状のフルオロアルキル基、置換
若しくは非置換のベンジル基、置換若しくは非置換のフェニル基、又は炭素数１～２０の
直鎖状の若しくは分岐状のアルキル基であり、Ｙは、直接結合、酸素原子若しくは硫黄原
子を有していてもよい炭素数１～１０の脂肪族基、酸素原子を有していてもよい炭素数６
～１０の芳香族基、酸素原子を有していてもよい炭素数６～１０の環状脂肪族基、酸素原
子を有していてもよい炭素数６～１０の芳香脂肪族基、－ＣＨ2ＣＨ2Ｎ(Ｒ１)ＳＯ２－基
（但し、Ｒ１は炭素数１～４のアルキル基である。）、－ＣＨ２ＣＨ(ＯＹ１)ＣＨ２－基
（但し、Ｙ１は水素原子又はアセチル基である。）又は－（ＣＨ２）ｎＳＯ２－基（ｎは
１～１０）であり、Ｒｆは炭素数１～２０の直鎖状又は分岐状のフルオロアルキル基であ
る。）で表される化合物である、請求項１～３のいずれか一項に記載のコーティング組成
物。
【請求項５】
一般式（１）で表されるα位に置換基を有することのあるアクリル酸エステルにおいて、
Ｒｆが炭素数１～８の直鎖状又は分岐状のフルオロアルキル基である、請求項４に記載の
コーティング組成物。
【請求項６】
一般式（１）で表されるα位に置換基を有することのあるアクリル酸エステルにおいて、
Ｘがメチル基、フッ素原子又は塩素原子である、請求項４又は５に記載のコーティング組
成物。
【請求項７】
封止剤である、請求項１～６のいずれかに記載のコーティング組成物。
【請求項８】
被処理物の表面に被膜を形成する方法であって、
請求項１～６のいずれかに記載の組成物を被処理物に接触させる工程を含む方法。
【請求項９】
請求項１～６のいずれか一項に記載のコーティング組成物を硬化した被膜であって、
表面粗さＲａが、２μｍ以下である、
被膜。
【請求項１０】
膜厚が、１μｍ以上である、請求項９に記載の被膜。
【請求項１１】
８５℃のニトリル溶媒を含む溶液中に５００時間浸漬した後、浸漬前の９８重量％以上が
下地面に残存している、請求項９又は１０に記載の被膜。
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